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報告書データ / Report

概要（目的・用途・実施
内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

本課題は、対称性と結合した新奇な伝導現象を検出し、そのミクロな起源の解明を
目指したものである。特に、近年注目を集めているキラルな対称性に注目し、キラ
ル構造体を電子が通過した際に生じる自発的な巨大スピン偏極現象(CISS効果)の実
験的な観測に取り組んだ。CISS効果を高効率に検出するためには試料条件の最適化
が必須であり、利用申請した装置を用いて、作成したキラル有機結晶や自己組織化
キラル単分子膜の構造や膜質の評価を行った。

実験
Experimental

キラルな空間群に属する有機半導体・有機伝導体を主な実験対象とした。CISS効果
は主に伝導測定によって検証するが、その測定の前段階として、作成した試料が所
望の構造を持ち、特に単一なキラリティを有しているかどうかを確認することが重
要である。X線による波数空間情報、SEMによる実空間情報、光学測定による励起
や吸収の情報などを通じて、対象物の基礎物性を詳細に確認した。

結果と考察
Results and Discussion

キラルな空間群に属する有機半導体・有機伝導体として、ペリレンジイミド(PDI)分
子結晶、k-(BEDT-TTF)2Cu(NCS)2に着目した。これらの系を対象に、Ｘ線の単結晶
評価や反射率測定から、バルクとしての構造解析や膜質の解析を行い、予想通りの
構造や膜厚が得られたことを確認した。特に、k-(BEDT-TTF)2Cu(NCS)2については、
X線構造解析の結果から計算されるフラックパラメータの値から、単結晶が単一キ
ラリティを有していることを確認でき、その後の実験データの解釈をスムーズに進
展させることができたと考えている。
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